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1. 研 究 目的 及 び 方 法

本 研 究 は1970年 代 の ア メ リカ現代 舞 踊 の代 表 的

役 割 を 果 た した ロ ー ラ ・デ ィ-ン の 記述 や批 評, 

作 品 分 析 を 基 に デ ィ-ン の 舞 踊 を考 察 す る こ とに

よ り, デ ィ ー ン と ミニマ リズ ムの 関 連 を 明 らか に

す る こ とを 目的 と した もの で あ る。

2. 結 果 及 び 考 察

1)デ ィ ー ンの 舞 踊 芸術 論

デ ィ ー ンの 関 心 は 人 間 の 個 性 と, 個 人 の もつ エ

ネ ル ギ-に あ る。 彼 女 は ダ ンサ ーが 自分 の個 性 を

前 面 に 押 し出 す こ とで エ ネ ル ギ ーを 継続 させ る こ

とが で き る と考 え, そ の た め の 手 段 と して 繰 り返

しを 利 用 した 。 また 「音 楽 と動 きは ひ とつ の もの

で あ る」*1と 述 べ, 音楽 は 舞 踊 に 不 可 欠 の も の と

考 えた 。 彼 女 に と って 舞 踊 は 音 楽 と同 じよ うに 人

間 本 来 の 原 始 的 な リズ ムに 関 わ る もの で あ る。

2)「 テ ィンパ ニ」 のVTR作 品分 析

(1)対 象 作 品 の 概 要

初 演 年1980年 上 演 年1981年

場 所the Brooklyn Academy of music

出演 者: ダ ン スF: 4, M: 2

音 楽piano 2, tympani 1

衣 装 長 袖 の 薄 い ブル ーの シル ク シ ャ ツ

赤 の パ ジ ャマ の ズ ボ ン

(2)作 品 構 成

1. 音 楽 構 成

(1)メロデ ィ-: 全 体 は749, 1～8小 節 を ひ と つ

の単 位 とす る繰 り返 しで 構 成 。

(2)テ ン ポ: 110か ら開 始, 132, 152と 最 後 の ス

ロー モ ー シ ョン まで 速 くな り続 け る。

(3)リズ ム: ピ ア ノの リズ ムは4回, テ ィ ンパ ニ-

で は8回 変 化 し, 7/4, 6/4時 に シ ン コペ-

シ ョンを 引 き起 こす 。

2. 舞 踊 の 構 造 的 分 析

(1)空間 構 成: 幾 何 学 的 な フ ロ ア ー ・パ タ ー ン

「テ ィ ンパ ニ」 空 間 構 成

回 数 8回 5回 4回 2回 2回

時 間 05'36 "02'37" 00'50" 00'52" 00'52"

(2)動き: 足 の ス テ ップが 中心 で上 半 身 の動 きは あ

ま り見 られ な い 。 バ レエ ・テ クニ ック, ス ピン

ス ロ-モ ー シ ョン等 の 限定 され た動 き を利 用 。

(3)時間 構 成: 全 体 の24分28秒 の うち, 約13分 が 一

定 パ タ-ン の 移 行 よ りに よ り作 品 が継 続 。

以上 の デ ィー ン の作 品 分 析 よ り抽 出 した特 徴 は

(1)単純 で限 定 され た 動 きの利 用(2)パ ター ンの利

用(3)エ ネル ギ ー量 の均 一 化 に よ る構 成 の平 坦 化

(4)舞台装 飾 の簡 素 化, と表 す こ とが で き る。

3)ミ ニ マ リズ ム とデ ィー ンの 舞 踊 の 比較

前 回 ま で の研 究 よ り考 察 され た ミニマ リズ ムの

定 義 は 以下 の よ うで あ った 。

「純 粋 に芸 術 的 な も の本 来 の 芸 術 個 々の 姿 を追

求 し よ う と した。 そ のた め に 意 味 の あ る不 必 要 な

要 素 は最 大 限 に切 り捨 て, そ の あ とに 残 る もの だ

け を強 調 し よ う と した 。 芸 術 的 な 内容 が 最 小 限 で

あ るた め に作 品 は 中立 的, 単 純 で 一 定 単 位 の繰 り

返 しの利 用 が多 い等 の様 式 上 の特 徴 を 擁 す 。 見 る

た め に の み 自律 的 に存 在 す る こ とを 目指 した 。」

主 な特 徴 と して は(1)素 材 の単 純 化(2)構 成 の

平 坦化(3)舞 台装 飾 の簡 素 化, が 挙 げ られ た 。*2

以 上 の これ ま で の考 察 とデ ィー ンの 作 品 の 特徴

の 比較 を行 った結 果 以下 の よ うにな った 。

(1)合 致 点

単純 な動 きの繰 り返 し, 幾 何 学 的 な 配 置 の 空 間

構 成, 時 間構 成 は最 初 か ら最 後 まで 一 定 の 繰 り返

しで ク ライ マ ッ クス に欠 く, と い う特 徴 は ミニマ

イ ズ ムの特 徴 に一 致 す る。

(2)相 違 点

デ ィー ンは純 粋 に芸 術 的 な も のを 追 求 す るた め

に 単純 な動 き等 を利 用 した ので は な く, 個 人 の個

性 を顕 示 し, エ ネ ル ギ ー を 目に見 え る もの へ と置

換 す る手 段 と して数 学 的 な構 造(繰 り返 し, 幾 何

学 的 な パ タ-ン)を 利 用 した 。 また ミニマ リズ ム

は個 々の芸 術 の純 粋 化 を 目指 した もの で あ るの に

もか か わ らず, デ ィー ンの作 品 で は 舞 踊 と音楽 の

構 成 は常 に密 接 に関 連 して お り, 一 芸 術 と して の

独 自性 を保 って は い な い。 つ ま りデ ィー ンは 舞 踊

を 自律 的 に存 在 させ る こ とを 目指 して い る とは い

え な い。 この点 か ら言 え ば, デ ィー ンの 舞踊 は, 

ミニマ リズ ムの舞 踊(ミ ニ マル ・ダ ンス)と い う

よ りも, ミニ マ リズ ム の傾 向を もつ 音楽 と舞 踊 を

融 合 させ た芸 術 の形 式 を と って い る とい え る。

[注 釈]

*1. Dean, Laura. 1977. "Step, Kick, Jump, Back-to-Basics
Dance. "The New York Times, Nov. 6, 1977. p. 6. 

*2. 唐津絵理1989. 「1960年代の アメ リカ現 代舞踊

にみる他芸術 との相互関連性」お茶の水女子大学卒業

論文及 び1990. 第30回 舞i踊学会紀要参照. 
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